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基礎編

Ｑ．そもそも予算って何ですか？

Ａ．予算とは、一会計年度における収入と支出の見積もり
のことです。

Ｑ．会計年度って何ですか？

Ａ．毎年４月１日に始まり、翌年の３月３１日に終わるもの
です。

Ｑ．予算はどうやって決まるのですか？

Ａ．町長がつくった予算案が、町議会の審議を経て、議決
により予算が決まります。
①役場の担当課が、町民の皆さんからの意見・要望も踏まえ、１年間の行政
サービスを検討します。

②町長は、各担当課の案をとりまとめ、予算案として町議会に提案します。

③町民を代表する町議会は、提案された予算案を多角的な視点で審議したう
えで、議決により予算を決めます。

Ｑ．予定外のお金が必要になったときはどうするのです
か？

Ａ．予定外の支出に必要な予算を見積もり、町議会へ提
案します。
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Ｑ．令和５年度の浪江町の予算は？

Ａ．一般会計、特別会計、企業会計（支出）のすべ
ての会計を合わせると、４２６億８，３７２万円にな
ります。

行政の基本的な経費
を、町税等を主な財
源として経理する会
計です。

一般会計

特定の事業を行う場
合や、特定の収入を
特定の支出に当てて
経理する会計です。

地方公営企業法の適
用を受け、独立採算
による特定の事業を
経理する会計です。
浪江町では水道事業
会計があります。

特別会計 企業会計

一般会計

334億3,700万円

特別会計

70億6,770万3千円

企業会計

21億7,901万7千円

後期高齢者医療特別会計

財産区管理事業特別会計

介護保険事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

工業団地造成事業特別会計

公共下水道事業特別会計

国民健康保険直営診療施設事業特別会計

国民健康保険事業特別会計

文化及びスポーツ振興育成事業特別会計

9,861万2千円

240万8千円

28億4,156万円

3,781万8千円

603万9千円

4億2,292万7千円

3億4,109万円

33億1,617万9千円

107万円

特別会計の内訳
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歳入編 ※「歳入」とは収入のことです。

Ｑ．令和５年度の浪江町の一般会計の歳入は？

Ａ．一般会計の歳入には、町税や国・県からの支出金、
地方交付税や基金などからの繰入金などがあります。

町税

繰入金

繰越金

諸収入

使用料及び手数料・分担金及

び負担金

財産収入・寄附金
地方譲与税地方消費税交付金その他の交付金

地方交付税

国・県支出金

町債

歳入 334億3,700万円

【依存財源】 177億7,083万8千円 【自主財源】 156億6,616万2千円

地方譲与税 1億1,096万5千円 町税 12億6,047万4千円

客観的な基準によって地方公共団体に譲与される国税です。 みなさんから浪江町に納めていただく税金です。

地方消費税交付金 3億1,244万8千円 繰入金 134億436万7千円

一定の割合で市町村に交付される県が徴収した地方消費税です。 特別会計の前年度の清算による返還金や各基金（町の貯金）を取り崩してい
るものです。なお、基金（町の貯金）の中には国庫支出金や地方交付税を積
み立てているものがあります。

その他の交付金 4,266万2千円 繰越金 2億円

地方特例交付金や利子割交付金など、みなさんが国や県に納めたお金の一
部が交付されます。

前年度に余ったお金です。

地方交付税 68億57万6千円 諸収入 6億4,301万5千円

地方公共団体の財政状況等に応じて交付される国税です。 プレミアム付商品券の販売金や宝くじ収益金の交付金などのお金です。

国・県支出金 102億9,361万2千円 使用料及び手数料・分担金及び負担金 8,774万6千円

特定の目的を達成するために、国や県から地方公共団体へ交付されるもので
す。

町が所有する施設等の使用や事業費の一部を受益の程度に応じて利用者が
負担するものなどのお金です。

町債 2億1,057万5千円 財産収入・寄附金 7,056万円

事業を実施するために国や銀行から借り入れるお金のことであり、いわゆる借
金です。

町が所有する不動産の貸付収入やふるさと納税などのお金です。

※「自主財源」とは町が自主的に調達できるお金、「依存財源」とは国や県から交付されるお金や町の借金のことです。自主財源の割合が大きいほど財政が
豊かであると言えますが、浪江町は依存財源の割合の方が大きいものとなっています。
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Ｑ．町税にはどのようなものがあるのですか？
Ａ．浪江町の町税には、町民税、固定資産税、軽自動車
税、町たばこ税があります。

個人町民税

法人町民税

固定資産税

軽自動車税
町たばこ税

町税 12億6,047万4千円

項 目 内 容 予 算 額

個人町民税
町民の方が給与などの所得に応じて納める
税です。

5億7,050万円

法人町民税
町内の会社などが収益などに応じて納める
税です。

6,000万1千円

固定資産税
町内に土地や建物などを持っている方が納
める税です。

5億4,706万8千円

軽自動車税
軽自動車などを持っている方が納める税で
す。

2,090万5千円

町たばこ税 町内でたばこを買った方が納める税です。 6,200万円
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Ｑ．浪江町にはどのくらい借金があるのですか？
Ａ．浪江町の借金は新規借入がある一方で、償還（借
金返済）が進んだことにより減少傾向となっております。
令和３年度末の借金の残高は約20億7,967万4千円
です。

20億7,967万4千円

22億5,616万6千円

23億2,456万2千円

27億1,999万3千円

31億7,421万3千円

36億9,113万4千円

42億4,220万9千円

47億8,114万1千円

53億9,602万2千円

56億261万9千円

R3

R2

R1

H30

H29

H28

H27

H26

H25

H24

一般会計

こんなに借金して
大丈夫なの？？

いや、そんなことないんじゃ。
借金の種類によっては、返済するお金の一部が
地方交付税として国からもらえるものがあるんじゃよ。
浪江町では、こういった有利な借金を活用して
将来の財政負担が少なくなるようにしてるんじゃよ。
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Ｑ．なぜ借金が必要なのですか？
Ａ．施設の建設や災害復旧などの大型事業にかかるお
金をその年の収入だけで賄うと、その年に必要なほか
の事業ができなくなってしうため、借金をして財源を
補っています。
また、道路や橋、建物などは長期間にわたって利用す
る施設になります。借金をした場合、元利償還金（毎年
の借金返済）の支払いという形で財政負担を将来の
年度に平準化することができ、施設を整備した年の世
代と、将来、施設を利用する世代との間の負担を公平
にすることができます。
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歳出編 ※「歳出」とは支出のことです。

Ｑ．令和５年度の浪江町の一般会計の歳出は？

Ａ．一般会計の歳出は、農林水産業や土木、教育など
の目的に分かれ、それぞれ人件費や扶助費などの性
質で構成されています。

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費 災害復旧費
公債費 諸支出金 予備費

歳出 334億3,700万円

議会費 1億1,761万3千円 土木費 62億79万3千円

町議会の運営に要する経費です。 道路や公園などの整備などに要する経費です。

総務費 72億6,879万5千円 消防費 19億5,711万6千円

町役場の運営や徴税、戸籍、選挙、統計などの事業
に要する経費です。

消防活動や防災などに要する経費です。

民生費 24億4,815万3千円 教育費 22億3,506万6千円

社会福祉や児童福祉などに要する経費です。 学校教育や社会教育などに要する経費です。

衛生費 23億6,655万1千円 災害復旧費 1億3,854万6千円

医療や環境保全などに要する経費です。 災害により被災した施設などの復旧に要する経費
です。

労働費 1,060万9千円 公債費 2億4,944万6千円

労働福祉の事業などに要する経費です。 借金したお金の返済に要する経費です。

農林水産業費 73億2,590万6千円 諸支出金 1千円

農林水産業の振興などに要する経費です。 その他の経費です。

商工費 30億1,840万5千円 予備費 1億円

産業や観光の振興などに要する経費です。 緊急を要する想定外の支出に対応するための経費
です。
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Ｑ．歳出を性質で分けるとどのようになりますか？
Ａ．歳出予算は、大きく分けて義務的経費、投資的経費、
その他の経費の３つの性質に区分することができます。

人件費 扶助費

公債費

普通建設事業費

災害復旧事業費

物件費

維持補修費

補助費等

積立金

投資及び出資金・貸付金
繰出金 予備費

性質別の内訳

性質区分 説明 予算額

義
務
的

経
費

人件費 職員の給料や議員の報酬などに要する経費です。 19億2,061万2千円

扶助費 福祉や医療などに要する経費です。 7億3,545万1千円

公債費 借金したお金の返済に要する経費です。 2億5,190万6千円

投
資
的

経
費

普通建設事業費 道路や建物等の公共施設の整備に要する経費です。 155億4,839万9千円

災害復旧事業費
災害により被災した施設などの復旧に要する経費
です。

1億3,854万6千円

そ
の
他
の
経
費

物件費
光熱水費や消耗品費、委託料などに要する経費で
す。

46億6,479万2千円

維持補修費 公共施設の維持管理や修繕などに要する経費です。 3,296万8千円

補助費等
他団体等への補助金や負担金などに要する経費で
す。

37億5,545万2千円

積立金
各種基金（町の貯金）への積立てに要する経費で
す。

49億7,580万5千円

投資及び出資金・
貸付金

国債や地方債の取得、他団体等への出資や貸付に
要する経費です。

2,172万4千円

繰出金 特別会計の収入を補うためなどに要する経費です。 12億9,134万5千円

予備費
緊急を要する想定外の支出に対応するための経費
です。

1億円
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Ｑ．町民１人あたりに使われるお金はどれくらいです
か？
Ａ．予算額を人口で割ると、以下のとおりの金額となり
ます。

令和５年度歳入予算の町税と歳出予算額を、令和５年４月１日現在の人口
15,408人で

計算すると、次のようになります。

浪江町の町税 12億6,047万4千円

町民１人あたり ８万1,806円

浪江町の歳出予算 334億3,700万円

町民１人あたり 217万106円

町民１人あたりの目的別予算額の内訳
議会費 7,633円 土木費 40万2,440円

総務費 47万1,755円 消防費 12万7,019円

民生費 15万8,888円 教育費 14万5,059円

衛生費 15万3,592円 災害復旧費 8,992円

労働費 689円 公債費 1万6,189円

農林水産業費 47万5,461円 諸支出金 0円

商工費 19万5,899円 予備費 6,490円

※円未満は四捨五入しております。

１人あたりの町税の金額に比べて、１人あたりの
歳出予算は約２７倍にもなることが分かるわね。

11



家計簿編
【令和５年度一般会計予算】

198億円 334億円

不足分
136億円

町税収入
13億円

町税以外の
収入

185億円 － ＝

義務的経費
29億円

投資的経費
157億円

その他の経費
148億円

基金繰入金
134億円

町債
2億円

【１か月分の家計に例えると、、、】

30万円

１か月の
給料
30万円 －

50万円

＝

不足分
20万円

食費・保険料・通信費
ローンの返済など

4万円

家の修繕費・家電購入
など
24万円

光熱水費・消耗品費
仕送りなど
22万円

貯金の取崩し
19万円

銀行からの借入金
1万円
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主要事業編
【重点化施策１】
農林水産業の再興・新たな産業と雇用の創出

復興牧場整備事業

事業区域約25ヘクタール、飼
養頭数約2,000頭の大規模
酪農施設を整備することにより、
被災酪農家の早期営農再開
を図るとともに、耕畜連携、雇
用の増加などにより町全体の
営農再開、町民の帰還を促進
します。

事業費 47億1,938万3千円

3,131,947

434,106

1,152,510

820

財源内訳（単位：千円）

国庫支出金 県支出金

基金繰入金（国庫支出金分） 基金繰入金（地方交付税分）

基金繰入金（その他） 地方債

その他 一般財源
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主要事業編
【重点化施策１】
農林水産業の再興・新たな産業と雇用の創出

棚塩ＲＥ１００産業団地整備事
業

再生可能エネルギー１００％で
事業活動を行うことを目標と
するRE100産業団地を整備
し、地域経済や雇用の創出と
併せ、水素や再生可能エネル
ギーの利用促進、ゼロカーボ
ンシティの実現を図ります。

事業費 7億6,087万円

570,652

190,218

財源内訳（単位：千円）

国庫支出金 県支出金

基金繰入金（国庫支出金分） 基金繰入金（地方交付税分）

基金繰入金（その他） 地方債

その他 一般財源
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主要事業編
【重点化施策２】
子育て環境・学校教育・生涯学習環境の充実

屋内アスレチック施設運営事
業

子どもたちが安全に運動でき
る場所として、遊具やボルダリ
ングコーナー等を備えた屋内
遊び場の管理運営を行います。

事業費 2,968万8千円

18,087

270

11,331

財源内訳（単位：千円）

国庫支出金 県支出金

基金繰入金（国庫支出金分） 基金繰入金（地方交付税分）

基金繰入金（その他） 地方債

その他 一般財源
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主要事業編
【重点化施策２】
子育て環境・学校教育・生涯学習環境の充実

なみえ創成小・中学校制服支
給事業

子育て世帯の町内生活の負
担を緩和し、帰還促進を図る
ため、なみえ創成小・中学校に
通学する児童生徒に制服等を
支給します。

事業費 208万5千円

2,085

財源内訳（単位：千円）

国庫支出金 県支出金

基金繰入金（国庫支出金分） 基金繰入金（地方交付税分）

基金繰入金（その他） 地方債

その他 一般財源
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主要事業編
【重点化施策２】
子育て環境・学校教育・生涯学習環境の充実

震災遺構管理運営事業

東日本大震災の脅威や教訓
とともに地域の記憶や記録を
後世に伝え、来館者の防災意
識の向上に繋げるため、震災
遺構の管理運営を実施します。

事業費 2,985万7千円

12,000

11,600

6,257

財源内訳（単位：千円）

国庫支出金 県支出金

基金繰入金（国庫支出金分） 基金繰入金（地方交付税分）

基金繰入金（その他） 地方債

その他 一般財源
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主要事業編
【重点化施策３】
帰還困難区域の再生

津島地区活性化事業

津島地区の活性化のため、支
所機能を充実させるとともに、
震災前に行っていた「肉祭り」
等のイベントを実施し、コミュ
ニティの再生を図ります。

事業費 1,785万6千円

12,000

3

5,853

財源内訳（単位：千円）

国庫支出金 県支出金

基金繰入金（国庫支出金分） 基金繰入金（地方交付税分）

基金繰入金（その他） 地方債

その他 一般財源
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主要事業編
【重点化施策４】
浪江駅周辺を核とした中心市街地整備

浪江駅周辺整備事業

中心市街地再生のため、浪江
駅周辺の面整備を行います。
令和5年度は、主に用地取得、
解体撤去・支障物撤去、道路・
上下水道整備、都市計画変更、
事業認可申請を行います。

事業費 45億601万1千円

3,139,307

1,339,868

26,836

財源内訳（単位：千円）

国庫支出金 県支出金

基金繰入金（国庫支出金分） 基金繰入金（地方交付税分）

基金繰入金（その他） 地方債

その他 一般財源
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主要事業編
【重点化施策５】
防災・安全の強化

防災拠点施設整備事業

緊急時に必要な備品等を
備蓄する防災備蓄倉庫を
含む防災拠点施設を室原
地区に整備します。

事業費 8億9,028万3千円

657,525

219,175

5,200 8,383

財源内訳（単位：千円）

国庫支出金 県支出金

基金繰入金（国庫支出金分） 基金繰入金（地方交付税分）

基金繰入金（その他） 地方債

その他 一般財源
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主要事業編
【重点化施策６】
ゼロカーボンシティの推進

ゼロカーボン推進事業

ゼロカーボンシティを実現する
ため、駅周辺整備事業におけ
るエネルギー計画の策定や、
水素サプライチェーン構築実
証事業による水素の民生利用
や水素発電事業の実装に向
けた取組を推進します。

事業費 3億3,731万2千円

200,000
50,000

55,817
31,495

財源内訳（単位：千円）

国庫支出金 県支出金

基金繰入金（国庫支出金分） 基金繰入金（地方交付税分）

基金繰入金（その他） 地方債

その他 一般財源
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主要事業編
【重点化施策７】
健康づくりの推進

予防接種事業

感染症を予防し、まん延を防ぐ
ための各種予防接種の実施と
勧奨に努めます。また、新型コ
ロナウイルス感染症対策およ
び新型コロナウイルスワクチン
接種を実施し、感染拡大防止
に努めます。

事業費 1億306万円

56,301

92

30,000

16,667

財源内訳（単位：千円）

国庫支出金 県支出金

基金繰入金（国庫支出金分） 基金繰入金（地方交付税分）

基金繰入金（その他） 地方債

その他 一般財源
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主要事業編
【重点化施策８】
帰還支援及び移住・定住の推進

生活支援バス事業

二本松市・本宮市・南相馬市
内において、生活支援バスを
運行し、復興公営住宅等に避
難する町民の生活の安定と利
便性の向上を図ります。また、
特定復興再生拠点区域の津
島・室原・末森地区にバスの
乗降場所を設定し、避難先か
らの帰還準備の一助とします。

事業費 882万6千円

8,742

84

財源内訳（単位：千円）

国庫支出金 県支出金

基金繰入金（国庫支出金分） 基金繰入金（地方交付税分）

基金繰入金（その他） 地方債

その他 一般財源
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主要事業編
【重点化施策８】
帰還支援及び移住・定住の推進

起業人材育成支援事業

駅前ワークスペースの運営や
起業支援セミナー、起業地とし
てのブランディング等の実施
等により、移住者の起業気運
の醸成及び起業人材の移住
を促進します。

事業費 2億799万9千円

155,999

52,000

財源内訳（単位：千円）

国庫支出金 県支出金

基金繰入金（国庫支出金分） 基金繰入金（地方交付税分）

基金繰入金（その他） 地方債

その他 一般財源
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主要事業編
【重点化施策８】
帰還支援及び移住・定住の推進

移住お試し宿泊・移住者住宅
取得・移住者向け住宅支援事
業

移住検討者向けの町内滞在
施設としていこいの村なみえコ
テージ棟等の１室をお試し宿
泊用として貸し出す際の利用
料の一部や、定住促進を目的
に、新たに町内に転入し住宅
を取得する方に対して住宅取
得費の一部を助成します。また、
移住者が町内で賃貸住宅に
居住する場合、貸主に対し一
定額を補助することにより、借
主の費用低減を図ります。

事業費 3,487万4千円

17,454

3,200

14,220

財源内訳（単位：千円）

国庫支出金 県支出金

基金繰入金（国庫支出金分） 基金繰入金（地方交付税分）

基金繰入金（その他） 地方債

その他 一般財源
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主要事業編
【重点化施策９】
国際研究教育機構の立地を踏まえたまちづくり

町内多言語化促進事業

Ｆ‐ＲＥＩの立地による研究者・
関係者の受入れ環境を整える
ため、多言語化の促進を行い
ます。

事業費 1,481万6千円

11,852

2,964

財源内訳（単位：千円）

国庫支出金 県支出金

基金繰入金（国庫支出金分） 基金繰入金（地方交付税分）

基金繰入金（その他） 地方債

その他 一般財源
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お問合せ先
浪江町 企画財政課 財政係
〒９７９－１５９２
福島県双葉郡浪江町大字幾世橋字六反田７番地の２
電 話 ０２４０－３４－０２５３
ＦＡＸ ０２４０－３４－４５９３


